
 

 

 

 

 

 

向寒の候、皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 平素は町内会活動

に 多大なご協力いただき 誠にありがとうございます。 

２０２２年度 桜ケ丘町内会 取組みの一つ 「子どもとシニアにやさしい街づくり」

を目指し、第一弾として「桜ケ丘会館」の環境を整備し、緊急避難先として活用する

運びとなりました。 

そして第二弾としまして、草津市内でも最も高齢化率の高い 桜ケ丘町内会が今、

何ができるかを考える一歩として、草津市関連部門の方々や３名の民生委員の方々

の全面協力の下、１１月２６日 「学習懇談会」を開催いたしました。 

 

桜ケ丘の現状を踏まえ、「認知症とは？認知症の高齢者

への関わり方を学ぶ」をテーマとし、講師として「南草津けやきクリニック」宮川正治

院長をお迎えし、学習懇談会を開催しました。 

宮川先生の経歴等紹介後、上記

資料に基づき『認知症』について

のご講演をいただきました。 
ご講演後、質疑応答にて、最近身

近で起こっている切実な質問に対し、
宮川先生から丁寧でわかりやすい回
答やアドバイスをいただきました。 
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その後、「桜ケ丘高齢化の現状」を堀池会長よ

り説明いただき、この学習懇談会の目的と高齢

化率の詳細分析結果を報告いただきました。 

 

高齢化率が高いということは、

認知症人数も増加傾向になると

見込まれます。 

今後 住み慣れたこの桜ケ丘

で安心して生活をしていくために

どうしたら良いのかが課題です。 

今回、草津市地域保健課の

玉川学区ご担当の保健師 谷

様にもお越しいただきまして、 

【地域包括支援センター】の案内をしていただきました。 

この「地域包括支援センター」

は、認知症のことだけでなく、様々

な相談や困りごとを聞いていただ

き、支援を行っていただける場所と

なります。 

皆様方の不安や困難なことがあ

りましたら 是非とも活用くだされ

ばと思います。 

桜ケ丘町内会としましても、 

「シニアにやさしい街づくり」

に向けて民生委員の方々のご指

導の下、積極的に活動を検討し、

実行していく所存です。 

 

皆様方の積極的な ご協力の程、何卒よろしく お願いいたします。 


